
都道府県医師会長殿

平成28年の職場における熱中症による死傷災害の

発生状況について

時下ますますご清祥のこととお慶び申し上げます。

さて、厚生労働省労働基準局安全衛生部長より、標記の件について、

別添のとおり本職あてに周知・協力依頼がありました。

職場での熱中症予防対策については、平成21年6月19日付、基発

第0619001号「職場における熱中症の予防について」により示されてぃる

ところですが、今般、平成28年の職場における熱中症による死傷災

害の発生状況が別添のとおり取りまとめられました。

平成29年の職場における熱中症予防対策については、平成29年3月10日

付け基安発0310号第5号「rsTOP!熱中症クールワークキャンペーン」

の実施について」において留意すべき事項が示されています(平成29年

3月24日付日医発第1299号(地Ⅱ256)および平成29年4月28日付地Ⅱ29

文書をご参照ください)。

つきましては、平成28年の職場における熱中症による死傷災害発生状

況を参考にしていただき、職場での熱中症予防対策に一層取組んでぃた

だくとともに、貴会関係郡市区医師会等への周知方につきまして貴職の

ご高配を賜わりますようぉ願い申し上げます。

日医発第272号(地Ⅱ50)

平成 29年6月13日

日本医師会

会長横倉義武
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公益社団法人日本医師会会長殿

国

平成28年の職場における熱中症による死傷災害の発生状況について

安全衛生行政の推進につきまして、日頃から格別の御配慮をいただき、厚く

御礼申し上げます。

さて、職場における熱中症予防対策については、平成 21年6月19日付け基

発第0619001号「職場における熱中症の予防について」(以下「基本対策」とい

う。)により示しているところですが、今般、平成 28年の職場における熱中症

による死傷災害の発生状況について、下記及び呂1絲氏1のとおり取りまとめまし

た。

気象庁の暖候期予報によれば、平成29年の暖候期(6~8月)は、全国的に

気温が平年並みか平年より高くなることが予想されていることから、熱中症に

よる労働災害が多く発生するととが懸念されるところです。

平成29年の職場における熱中症予防対策については、平成29年3月10日付

け基安発 0310 第5号「rsTOP!熱中症クールワークキャンペーン」の実施に

ついて」(卿蜂氏2。以下「キャンペーン通達」という。)において留意すべき事

項を示しておりますので、貴職におかれましては、平成28年の職場における熱

中症による死傷災害発生状況を参考にしていただき、基本対策及びキャンペー

ン通達に基づく職場における熱中症予防対策に一層の取組をいただくとともに、

関係事業場への周知等について特段の御理解と御協力をお願い申し上げます。

基安発 0601 第 2 号

平成 29年6月1日

厚生労働省労働基準局安全衛生部長

(公印省略)

平成28年の職場における熱中症による死傷災害発生の概要

平成28年の職場における熱中症による死亡者及び休業4日以上の業務上疾病

者の数は 462 人と依然として高止まり状態にある。また、死亡者数は 12 人と、

記
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平成 27年よりも 17 人減少した。そのうち、建設業において死亡者数は7人で
あり、平成27年度と同様に高い割合を示している。

気象庁の発表によると、平成28年は、沖縄・奄美を中心に7月後半の気温が
高かった。 8月になると、日本付近が暖かい空気に覆われたため、月平均気温
は全国的に高く、沖縄・奄美ではかなり高くなった。

平成28年に熱中症により死傷した462人のうち、271人が7月21日から 8月
末に被災してぃる。また、死亡した 12人のうち、 2人が7月に、 6人が8月に
被災している。

死亡した12人に係る災害の発生状況等をみると、 WBGT値(暑さ指数)の

測定は12人の災害発生場所においてなされていなかった。また、熱への順化期
間(熱に慣れ、当該環境に適応する期間)の設定は9人においてなされていな
かった。さらに、事業者による水分及び塩分の準備は8人、健康診断の実施は
5人においてなされていなかった。
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1 職場における熱中症による死傷者数の推移(平成19~28年)

過去10年間(平成19~28年)の職場での熱中症による死亡者数、及び4日以上

休業した業務上疾病者の数(以下、合わせて「死傷者数」という。)をみると、平

成22年に656人と最多であり、その後も 400~500人台で推移している。平成28

年の死亡者数は12人と前年に比べ17人減少したものの、死傷者数は462人と、依

然として高止まりの状態にある。

職場における熱中症による死傷災害の発生状況
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2 業種別発生状況(平成24~28年)

過去5年間(平成24~28年)の業種別の熱中症による死傷者数をみると、建設

業が最も多く、次いで製造業で多く発生しており、全体の約5割がこれらの業種で

発生してぃる。なお、平成28年の業種別の死亡者をみると、建設業が最も多く、

全体の約6割(7人)が建設業で発生している。

業種

平成24年
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熱中症にょる死傷者数の業種別の状況 (平成 24~28年)
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熱中症による死傷者数の業種別の状況(平成24~28年計)

600

44

愁ψ滝ミ

400

200

16

0

建設業

4

3月・時間帯別発生状況

(1)月別発生状況(平成24~28年)

過去5年間(平成24~28年)の月別の熱中症による死傷者数をみると、全体

の約9割が7月および8月に発生している。
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※ ()内の数値は死亡者数であり、死傷者数の内数。
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熱中症による死傷者数の月別の状況(平成24~28年計)

800

600

400

200

0

0

4
J

(2)時間帯別発生状況(平成24~28年)

過去5年間(平成24~28年)の時間帯別の熱中症による死傷者数をみると、

14~16時台に多く発生している。なお、日中の作業終了後に帰宅してから体調が

悪化して病院へ搬送されるケースも散見される。

(人)熱中症による死傷者数の時間帯別の状況(平成24~28年)
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、

「9時台以前」は0時から"9時台まで、「18時台以降」は 18時から 23時台までの合計。

()内の数値は死亡者数であり、死傷者数の内数。
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熱中症による死傷者数の時間帯別の状況(平成24~28年計)
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4 作業開始からの日数別発生状況(平成24~28年)

過去5年間(平成24~28年)の、作業開始日から熱中症発生日までの作業日数

別の死亡者数をみると、全体の5割が「高温多湿作業場所」(※)で作業を開始した日

から7日以内に発生している。

(※)高温多湿作業場所:基本通達(平成21年6月19日付け)でいう、 WBGT基準値を超え、
または超えるおそれのある作業場所。

熱中症死亡者の作業開始日から熱中症発生日までの作業日数別の状況(平成24~28年)(人)
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5 平成28年の熱中症による死亡災害の詳細

平成28年に熱中症によって死亡した全12人について、その発生状況は以下のと
おりである。

【全体の概要】

(1)12人のうち、12人にっいての災害発生場所では、 WBGT値の測定を行って

いなかった。

(2)12人のうち、 9人にっいては、計画的な熱への順化期間が設定されていなかっ
た。

(3)12人のうち、 8人にっいては、事業者による水分及び塩分の準備がなされてい
なかった。

(4),12人のうち、 5人については、健康診断が行われていなかった。

【各事案の詳細】
※発生時のWBGT値にっいて、現場での測定が適切に行われていなかった今回の12件の事案で
は、環境省熱中症予防サイトで公表された現場近隣の観測所におけるWBG・T値を参考値とし
て下段に示した。

月

ヘ

6

被災者は、広葉樹の伐採現場において、他の労働者とともに午前10時から

立木の伐倒や造材作業を行っていた。午後3時頃、同僚が伐倒作業を行って

いた被災者に作業終了を告げ、先に集合場所へ戻ったが、なかなか被災者が

集合場所に戻らないため、再度、呼びに行ったところ、斜面に倒れている被

災者を発見した。医療機関に救急搬送したが、 4日後に死亡した。被災者は

当該事業場の労働者として作業に従事した初日であった。

60

30.3゜C・環境省熱中症予防情報サイトによるWBGT値は、

・被災者に対する健康診断が実施されていなかった。

2

事案の概要

6

午後から敷地内の草刈り作業を行うこととなり、被災者は午後1時から午後

2時30分まで草刈機で草刈り作業を行い、 1時間の休憩後、同僚と共に敷

地内の雑木の切り枝の回収業務等を行い、午後4時に作業を終えた。作業終

了後、被災者はべンチで休憩を取っていた.が、午後4時30分頃嘔吐し、発

汗が多かったことから熱中症の疑いで救急搬送された。搬送後意識を失い、

翌々日死亡した。

50

.環境省熱中症予防情報サイトによるWBGT値は、28.4゜C (参考(注2))

.被災者は熱中症発症に影響を与えるおそれのある疾患を有していた。

(参考(注2))
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.

3 7

被災者は、午前7時からビニールハウス内や屋外で、苗の水やり等の作業を

行っていた。同僚と被災者の2名は、午後3時50分頃から始めたビニール

ハウス内の夜冷庫への苗の移動作業中、辛そうな様子の被災者を確認した同

僚から休んでいるように促されビニールハウス内で休憩をしていたところ、

同僚が被災者の異変を感じ、救急車で病院に搬送したが、搬送先の病院で5

日後に死亡した。被災者は採用3日目であった。

・環境省熱中症予防情報サイトによるWBGT値は、器.1゜C (参考(注2))

4 7

被災者は、既存ビルの内部士間等工事施工に雑工として入場した。午後3時

30分頃作業が終了し、共同作業者の運転する車にて店社事務所に戻ろうと

したところ、交差点での信号待ちの間に自ら降車し、午後4時頃に路上に倒

れているところを発見された。救急搬送されたが、同日死亡した。

・管轄監督署にて測定した2力所の作業現場のWBGT値は29.5゜Cと

28.8でであった。

5 8

被災者は、基礎型枠の解体作業において、単管等の資材の受け渡し等の作業

に従事していたが、体調が悪くなってうずくまり、その後、その場に倒れこ

んだ。すぐに救急車を手配して病院へ搬送したが、およそ3時間後に死亡が

確認された。被災者は採用3日目であったi

・発注者が現場近くで測定していた作業時のWBGT値は、27゜Cであった。

6 8

災害発生当日、被災者はマンション新築現場にてコンクリート打設の補助を

していた。昼の休憩後、午前中の作業の続きを始めたが、午後1時30分頃、

突然転倒したので小休止を取らせ様子をみていたが、顔色が悪く、熱中症が

疑われたので、救急車で病院へ搬送した。救急隊が到着した時は意識があっ

たが、午後3時前に意識を失い、 4日後に死亡した。

・環境省熱中症予防情報サイトによるWBGT値は、30.9゜C (参考(注2))

7 8

事業場にて商談、展示車両の洗車業務等に従事していた労働者が、午後5時

30分頃、事業場内の清掃作業中に頭痛を訴えた。 2階の休憩室で休養し、

午後7時過ぎに帰宅した。翌朝、起床してこないことから、家族が様子を見

にいったところ、呼吸停止の状態で発見された。

・環境省熱中症予防情報サイトによるWBGT値は32.0゜C (参考(注2))

8 8

7

被災者は、標高約100メートルの山頂にある無線中継所のアラーム障害の点

検復旧を行うため、単独で入山した。午後0時頃から午後1時30分頃まで

点検復旧作業を行った後、下山したが連絡が取れなくなり、翌朝、山の斜面

で倒れているのを発見された。

・環境省熱中症予防情報サイトによるWBGT値は30.6゜C (参考(注2))

9 8

道路わきの案内看板移設工事を行っていた被災者が体調不良を訴えたため、

日陰で休ませていたが、その後意識混濁状態になっているところを発見され

た。すぐに救急車で病院に搬送したが、翌日死亡した。

・環境省熱中症予防情報サイトによるWBGT値は31.5゜C (参考(注2))
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10 8

被災者は、町道の舗装工事において、朝礼後の午前8時30分から、同僚1

名と共に口ードカッタを操作し、アスファルトを切削する作業に従事した。

午後0時前に作業が終了し、後片付けしていたところ、気分が悪くなり、倒

れこんだため、病院に運ばれたが、死亡した。

Ⅱ

環境省熱中症予防情報サイトによるWBGT値は29.4゜C (参考(注2))

9

士壊等の仮置場において、密閉容器から鋼製容器に士壌等を移し替えるた

め、被災者は密閉容器のふたを開ける作業を行っていたところ、暑さによる

疲れがみられたため車で休憩していたが、15分後に体調が急変し病院に搬

送された。意識不明であったが、乞週間後に死亡した。被災者は現場入場2

日目であった。

.環境省熱中症予防情報サイトによる.WBGT値は31.1゜C (参考(注2))

被災者は熱中症発症に影響を与えるおそれのある疾患を有していた。.

12 9

屋根の防水工事において、被災者は午前8時から当該工事の補助作業に従事

してぃたが、午後5時頃作業終了後、同僚と現場近くの宿舎に徒歩で戻り、

午後5時50分頃、宿舎エレベーターを降りたところで意識を失い倒れた。

直ちに病院に搬送されたが、翌日死亡した。

.環境省熱中症予防情報サイトによるW'BGT値は30.フ゜C (参考(注2))

・被災者に対して熱への順化期間は設けられていなかった。

.被災者に対する健康診断が実施されていなかった。

.被災者は熱中症発症に影響を与えるおそれのある疾患を有していた。
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6 都道府県別の職場における熱中症による死亡者数(平成19~28年)
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